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指摘内容︓地盤の応答計算は等価線形解析を使っている場合、歪レベルはどのくら
いだったか。

鹿児島湾直下について、歪レベルの確認を行った。
堆積層の厚い鹿児島市南部の歪レベルが大きくなっている。

指摘事項①︓等価線形の歪レベルの確認（福和委員）

鹿児島湾直下地震の歪分布
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指摘内容︓他県では被害を過小評価しないために線形モデルを使うことが多いと思
うが、等価線形でいくのか。

鹿児島湾直下地震において、線形応答計算を行い等価線形解析との比較を行った。
液状化危険度および斜面災害への影響度を検証した。

等価線形解析に比べて線形応答の方が地震動が大きくなった。

指摘事項②︓線形応答解析と等価線形の比較。（福和委員）

鹿児島湾直下地震の等価線形解析 地表震度 鹿児島湾直下地震の線形応答 地表震度
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指摘事項②︓線形応答計算と等価線形の比較。（福和委員）

液状化危険度結果
左︓等価線形 右︓線形応答

沈下量
左︓等価線形 右︓線形応答

破線の領域で、液状化危険度が極めて高い領域が増えた
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指摘事項②︓線形応答計算と等価線形の比較。（福和委員）

震源付近を中心に発生可能性が大きくなった。

DEMによる50mメッシュ土砂災害危険度
左︓等価線形 右︓線形応答

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）
山腹崩壊危険地区

左︓等価線形 右︓線形応答
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指摘内容︓経験式による揺れの評価とAVS30に基づく震度増分の評価を行い、両者
を包絡してチェックすることが多いが、今回は応答計算でチェックするのか。

理論上最大クラス（陸側）について、等価線形結果と簡便法の最大包絡を取り地表
震度を試算した。液状化危険度および斜面災害への影響度を検証した。

日向灘域に位置するSMGAからの破壊伝播方向に位置する出水市周辺では、SGFの
指向性効果によってSGFが優勢。鹿児島市内は、簡便法が優勢。

指摘事項③︓簡便法を併用した地震動計算。（福和委員）

判定結果
赤︓SGF 青︓簡便法

SGFと簡便法の最大包
絡を取った地表震度

SGF

簡便法

最大
包絡
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指摘事項③︓簡便法を併用した地震動計算。（福和委員）

液状化危険度結果
左︓等価線形 右︓等価線形と簡便法の最大包絡

広範囲で液状化危険度が極めて高い領域が増えた。また、沈下量も大きくなった。

沈下量
左︓等価線形 右︓等価線形と簡便法の最大包絡
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指摘事項③︓簡便法を併用した地震動計算。（福和委員）

広範囲で危険度が高い領域が増えた。

DEMによる50mメッシュ土砂災害危険度
左︓等価線形 右︓線形応答

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）
山腹崩壊危険地区

左︓等価線形 右︓線形応答



8© 2026 OYO Corporation, All rights reserved.

指摘事項④︓山地部におけるモデル化手法の整理（福和委員）

指摘内容︓山地部の表層の取り扱いについて、どういう理由でどういう考え方でモ
デル化して検証したか。

他県では山地部のデータ不足により地質ごとでPS検層などを用いた平均的なモデル
化を行っている。本調査ではデータ整理の結果、山地部においても十分なボーリン
グデータが得られたことから、局所的な地盤の変化を反映することを目的として、
ボーリングから地盤モデルを作成した。

今回調査で作成した微地形区分

掘進深度(m)

今回調査調査収集ボーリング

主
な
山
地
部
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指摘事項⑤︓市町村直下地震の断層モデルの整理（中道委員）

指摘内容︓市町村によって断層モデルは違うのか。
各市町村直下で設定した断層モデルの整理を行った。想定する地震は、鉛直断面と

しているが、走行については、ひずみ分布を主として参照しており、各市町村役場
で変更している。断層モデルを設定する際に参考にしたデータも合わせて整理を
行った。

長さ 走向 傾斜 上端深度
L(km) θ(°） δ(°） du(km)

長島町 32.0 236 90 3 6.8 日奈久断層南西部
阿久根市 32.0 227 90 3 6.8 出水断層
出水市 32.0 227 90 3 6.8 出水断層
伊佐市 32.0 227 90 3 6.8 出水断層
湧水町 32.0 227 90 3 6.8 出水断層

鹿児島市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
南九州市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
枕崎市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
指宿市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

南さつま市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
日置市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

いちき串木野市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
薩摩川内市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

姶良市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
さつま町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
霧島市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
曽於市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
垂水市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
鹿屋市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

志布志市 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
大崎町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
東串良町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
肝付町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層
錦江町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

南大隅町 32.0 75 90 3 6.8 市来断層

市町村名
マグニ
チュード

参考とした断層等

32.0 75 90 3 6.8 市来断層
三島村 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より

西之表市 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
中種子町 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
南種子町 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
屋久島町. 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
十島村 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
悪石島 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
小宝島 32.0 195 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
奄美市 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
大和村 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
宇検村 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より

瀬戸内町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
龍郷町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
喜界町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より

徳之島町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
天城町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
伊仙町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
和泊町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
知名町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より
与論町 32.0 215 90 3 6.8 地殻ひずみ分布より

市町村別の断層モデルの諸元
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指摘事項⑥︓国交省九州地整が検討している直下型地震との比較
整理（酒匂委員）
指摘内容︓市町村直下の地震について、国交省の九州地整が計画しているものと重

複するかもしれないので、取り扱いを整理してほしい。
国交省の検討では、地形や土地利用、液状化履歴等から地形ごとの液状化傾向を分

析していることから、地震動の想定は行っていない。本調査では、計算した地震動
波形から液状化危険度を推定しており、検討の方針が異なる。
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指摘事項⑦︓震度階級別の暴露人口の整理（奥村委員）

指摘内容︓防災上重要なのは、市町村内での最大震度そのものよりも、どの程度の
人口が強い揺れにさらされるのか、という点である。

各想定地震の震度階級別の暴露人口を整理した。（夜間人口を使用）

想定地震別震度階級ごとの暴露人口
⑪⑩⑨⑧⑦_陸⑦_東⑦_西⑦_基本⑥⑤④③②①震度階級

445546551046821046211046027855510195795026-
1483927144558816571610410310455910745210509210461053441733231833669918843066593771183以下
2120155626128105191735131923246931119192189391916040100186295056910914495249873016444
429921977412064657381958372090208245402067234531685864331078871688053764954144155弱
32539358771611271055367852931596786387557847713854771326529495873786082757965強
7546246194679100647868321577145936431220130883736811197910113986186弱

06430073472642089259018672398318639953253486強
02910000000307572086052447

※想定地震の番号は本資料13頁を参照
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指摘内容︓市町村直下の地震について、最大震度が6強〜7となる市町村はどこなの
か、活断層を想定したケースよりも厳しい結果となった地域があるのか。

各市町村について、最大震度を予測している想定活断層と市町村直下地震の整理を
行った。

指摘事項⑧︓活断層と市町村直下地震の結果の整理（奥村委員）

想定地震
最大震度階級

最大震度の
想定地震

市町村直下地震
最大震度階級

最大震度の
市町村直下地震

鹿児島市 7 ① 7 鹿児島市
鹿屋市 6強 ⑧ 7 鹿屋市
枕崎市 5強 ⑧ 6強 枕崎市
阿久根市 7 ④ 7 出水市
出水市 7 ④ 7 出水市
指宿市 6弱 ⑧ 7 指宿市
西之表市 6強 ⑧ 6強 中種子町
垂水市 6強 ① 7 垂水市
薩摩川内
市(本土)

7 ② 7 薩摩川内市

薩摩川内
市(甑島)

7 ③ 6強 阿久根市

日置市 7 ② 7 日置市
曽於市 6強 ⑦_陸 7 曾於市
霧島市 6弱 ⑦_陸 7 霧島市
いちき串
木野市

7 ② 7 いちき串木野市

南さつま
市

6弱 ⑧ 7 南さつま市

志布志市 6強 ⑧ 7 大崎町
奄美市 6強 ⑩ 7 奄美市
南九州市 6強 ① 7 南さつま市
伊佐市 6弱 ⑦_陸 7 伊佐市
姶良市 6弱 ② 7 姶良市
三島村 5強 ⑧ 6強 三島村
十島村 5強 ⑨ 6強 十島村

さつま町 6弱 ⑦_陸 7 さつま町
長島町 7 ⑤ 7 長島町
湧水町 6強 ⑦_陸 7 湧水町
大崎町 6弱 ⑧ 7 鹿屋市
東串良町 6弱 ⑦_東 7 鹿屋市
錦江町 6弱 ⑧ 7 錦江町
南大隅町 6弱 ⑧ 7 南大隅町
肝付町 6強 ⑧ 7 鹿屋市

中種子町 6強 ⑧ 6強 南種子町

南種子町 6強 ⑧ 6強 南種子町

屋久島町 6弱 ⑨ 7 屋久島町
大和村 6弱 ⑩ 7 大和村
宇検村 6弱 ⑩ 7 宇検村

瀬戸内町 6弱 ⑩ 7 瀬戸内町

龍郷町 6強 ⑩ 7 奄美市

喜界町 7 ⑩ 6強 喜界町
徳之島町 6弱 ⑪ 6強 伊仙町
天城町 6弱 ⑪ 6強 伊仙町
伊仙町 6弱 ⑪ 6強 徳之島町
和泊町 6弱 ⑪ 6強 和泊町
知名町 6弱 ⑪ 6強 和泊町
与論町 6弱 ⑪ 7 与論町

※想定地震の番号は本資料13頁を参照
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想定地震の一覧

津波の想定マグニチュード想定地震

〇7.1①鹿児島湾直下の地震

〇7.2
②県西部直下の地震【市来断層帯（市
来区間）近辺】

〇7.5
③甑島列島東方沖列島東方沖の地震
【甑断層帯（新区間）近辺】

－7.0④県北西部直下【出水断層帯近辺】

〇7.3
⑤熊本県南部の地震【日奈久断層帯
（八代海区間）近辺】

－7.1
⑥県北部直下【人吉盆地南縁断層近
辺】

〇9.0⑦南海トラフ（最大クラス）

〇8.2⑧種子島東方沖

〇8.2⑨トカラ列島太平洋沖

〇8.2⑩奄美群島太平洋沖（北部）

〇8.2⑪奄美群島太平洋沖（南部）

〇－⑫A桜島北方沖（桜島の海底噴火）

〇－⑫B桜島東方沖（桜島の海底噴火）

－6.8⑬市町村直下型地震

〇8.9（参考）南海トラフ（半割れ）

〇8.8（参考）沖縄本島東方沖
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長周期地震動について（福和委員ヒアリング）
指摘内容︓長周期地震動の評価は行わないのか。高層ビルや油槽所があるのであれ

ば、よく検討した方が良い。県全域を網羅しなくても、観測記録を使って限定的に
実施することは可能なのではないか。

県内の超高層ビルは6棟と少ないが、国家備蓄基地が2カ所、民間油槽所が鹿児島市
沿岸部埋立地に多数存在する。

① 志布志国家石油備蓄基地（国家備蓄）
② 串木野国家石油備蓄基地（国家備蓄）

DHAKAL.et.al（2015）の長周期地震動距離減衰式より、今回調査で作成した地盤
モデルを用いて理論上最大クラスにおける県内の長周期地震動階級を計算。

 2024年日向灘地震における国家備蓄基地周辺の観測記録の整理。

①②

① ②

Google Map
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長周期地震動について（福和委員ヒアリング）

 DHAKAL.et.al（2015）の長周期地震動距離減衰式
日向灘・潮岬の両ケースを計算。

Sva(T):周期 T の絶対速度応答スペクトル［cm/s］
c(T)、a(T)、b(T): 定数
M: 気象庁マグニチュード
R:予想地点から震源までの距離［km］
siteFactor(T): 予想地点における補正係数
D:S波速度1.3km/s層下面の深さ ［m］
DSC(T):Dを用いた補正係数εᇱ 𝑇 :AVS30を用いた補正係数𝐷଴(𝑇)、𝑘ଵ 𝑇 、𝑘ଶ 𝑇 、𝑉଴(𝑇)、𝑝ଵ 𝑇 、𝑝ଶ 𝑇 、: 定数

𝑠𝑖𝑡𝑒𝐹𝑎𝑐𝑡𝑜𝑟 𝑇 = 𝐷𝑆𝐶 𝑇 + ε′(𝑇)
εᇱ 𝑇 = ൜𝑝ଵ + 𝑝ଶ𝑙𝑜𝑔ଵ଴𝐴𝑉𝑆30  if 𝐴𝑉𝑆30 ≤ 𝑉଴𝑝ଵ + 𝑝ଶ𝑙𝑜𝑔ଵ଴𝑉଴          if 𝐴𝑉𝑆30 > 𝑉଴  

𝐷𝑆𝐶 𝑇  = ൜ 𝑘ଵ 𝑇                                                 if 𝐷 ≤ 𝐷଴(𝑇)𝑘ଵ 𝑇 + 𝑘ଶ 𝑇 𝑙𝑜𝑔ଵ଴ 𝐷 𝐷଴ 𝑇⁄  if 𝐷 > 𝐷଴(𝑇) 

AVS30 Vs1.3km/s層下面

日向灘破壊

潮岬破壊
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長周期地震動について（福和委員ヒアリング）

DHAKAL.et.al（2015）の長周期地震動距離減衰式より、今回調査で作成した地盤
モデルを用いて理論上最大クラスにおける長周期地震動階級を計算。震源位置を潮
岬と日向灘沖の2ケースを計算。

日向灘沖 潮岬

日向灘破壊 長周期地震動階級 潮岬破壊 長周期地震動階級
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長周期地震動について（福和委員ヒアリング）

 2024年日向灘地震における国家備蓄基地周辺の観測記録の整理。

震源位置

P波走時（4.2km/s）
S波走時（3.5km/s）

観測記録 加速度波形 観測点分布
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長周期地震動について（福和委員ヒアリング）

 2024年日向灘地震における国家備蓄基地周辺の
観測記録の整理。

油槽所があるKGS015、KGS018では、それぞれ
2sと1s付近に明瞭なピークが見られる。



19© 2026 OYO Corporation, All rights reserved.

長周期地震動について（福和委員ヒアリング）

 2024年日向灘地震における国家備蓄基地周辺の
観測記録の整理。

作成した地盤モデル卓越周期と観測波形の応答ス
ペクトルの卓越周期は概ね対応する。

地盤モデル卓越周期分布
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• 第四回委員会での市町村直下地震では、十島村および三島村は、鹿児島市内に移転
した役場の位置に断層モデルを設定したことにより、両ケースにおいて鹿児島市が
大きく揺れる結果となった。

市町村直下地震は、どこでも起こりうる地震を想定することを目的としていること
から、十島村・三島村については、移転前の役所の位置に断層モデルを設定し再計
算を行った。

市町村直下地震における修正事項

三島村
左︓第四回委員会での結果 右︓修正結果

十島村
左︓第四回委員会での結果 右︓修正結果

修正 修正


